
mbedでTwitterにつぶやいてみよう 

Twitter : @ynotsu, @ynotsu_mbed 

mbed ID : y_notsu 
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2010年のセミナーでは、supertweetによる方法が載せられていましたが、 
現在 supertweetが利用できない状態になっています。 
 
そこで国内で同様のサービスを行なっているサイトとして、ここでは 
Stewgate U (http://stewgate-u.appspot.com/) を紹介します。 
Supertweetと同様にWeb APIプロキシとして働きます。 
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以前やっていたこと 

現在 

今回の試み 

トークン 

投稿メッセージ Stewgate U 
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Stewgateの使い方 
 
(0) Twitterアカウントを取得する 
(1) StewgateをTwitterアプリとしてOAuth認証する 
(2) Stewgateトークンを作成する 
(3) プログラムでStewgateトークンと投稿メッセージを HTTPポストする 
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(1) StewgateをTwitterアプリ認証する 

Stewgateのホームページ(http://stewgate-u.appspot.com/) 
中断にある使ってみるボタンを押す 
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Twitterにログインしていないと下のような画面が出るので 
Twitterにログインする 
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下のような画面が出るので、Twitter ID (or メールアドレス)とパスワードを 
入力する 
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連携に成功すると、下図のようにStwegateにログイン完了になります。 

次に画面上の「Stewgate U beta」を押します。 
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下のような画面が出ます。ここでトークンを1個追加するために「個追加する」ボタンを 
押します（すでにトークンを習得されている方は表示されているはずです）。 
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ここに取得できたトークン(英数字列）が表示されます。 
トークンの所をクリックしてみましょう 
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すると、トークンの情報が画面上部に 
下には使い方が表示されています。 

mbedプログラムでPOSTするURL 

POSTするデータは 
_t = your_token 
msg=“your message” 
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(1) 青mbed(mbed1769)とパルストランスつきLANコネクタを接続する 
 (これ、古いコネクタ基板なんで・・・お手持ちの基板の端子確認してください) 
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(2) Tweet_Stewgate_U_sampleサンプルプログラムを下記のURLからImportする 
(http://mbed.org/users/y_notsu/code/Twitter_stewgate_sample/) 
 
使用しているライブラリは 
・EthernetInterface 
・HTTPClient 
・mbed-rtos 
の３つです。 
 
注１： LANでのIPアドレス取得は自動取得を前提にしています。 
 
プログラムの次の個所を変えて使って下さい。 

31行目： Stegate Uで取得したトークンを入力してください。 
32行目： Twitterにつぶやきたい文字列を入力してください 
    （日本語はNGのようです。日本語入力したい時はマルツさんのセミナ資料を 
    参考にしてください） 
(http://www.marutsu.co.jp/user/blog/make/lets_try_mbed_v13_for_print.pdf)  
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プログラムを書き換えたら、 Compileしてbinファイルをダウンロードしましょう。 
ダウンロードされたbinファイルをmbedドライブにコピーして、 
 
LANコネクタにLANケーブルを接続して、 
 
mbedのリセットボタンを押して実行してみましょう 

このように自分のTweetにつぶやけてれば、完成です！ 
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